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The purpose of this article is to organize the data of the publishing history of Childe Harold’s Pilgrimage with several 
advertisements of literature series; for example, some classic books often include editors’ comments such as an introduction, 
notes or advertisements. The long poem was selected from among a lot of classic works for several series in the late 19th 
century. In these books, advertisements of series are put on the beginning or ending page. This article helps us to recognize 
one tendency of the late 19th century English literature.
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１．は じ め に

本稿の目的は、イギリスロマン派詩人ジョージ・ゴー

ドン・バイロンの代表的な著作のひとつである『チャイ

ルド・ハロルドの巡礼』の編集本、特に英文学叢書に収

録された刊行本とその広告を資料として、19 世紀末期

から 20 世紀初頭の英文学の傾向を考えるために、書誌

情報をまとめるものである。刊行本の分類をおこなうこ

とで、付随的に見えてくる当時の教育的な英文学観を考

える一助となることを目標とする。そこで編集本を紹介

したうえで分類し、当時の英文学作品に関する広告へと

焦点を当てる。

２．『チャイルド・ハロルドの巡礼』とは

『チャイルド・ハロルドの巡礼』は、1812 年に第 1，
2 巻が刊行されたバイロンによる長編詩である。本作品

は、作者が「グランド・ツアー」と称される大陸旅行に

もとづいた紀行文の一種であり、その文体は韻文でスペ

ンサー連と呼ばれる形態を採用している。19 世紀初頭

において、大陸を旅行することは一握りの限られた人々

しか、その望みを叶えることができなかったため、その

読者たちは、本作品を読むことで、大陸旅行を疑似体験

していたと考えられる。また、ロンドンで発売された本

作品は、瞬く間に売れ、3 日で 500 部の売り上げを記録

したことで知られている。その後、1816 年に第 3 巻が、

1818 年には最終巻である第 4 巻が刊行された。

２．１ 作品の出版歴

表１ 『チャイルド・ハロルドの巡礼』出版歴

年 収録内容 編集者 出版社

1812
1816
1818

1, 2 巻

3 巻

4 巻

---------------- John Murray

1833 全集の 1 冊 ---------------- John Murray
1885 全 4 巻 Tozer Clarendon
1885 全 4 巻 Rolfe Houghton 

Mifflin

1891 全 4 巻 --------------- Cassell
1893 全 4 巻 Keene Bell
1899 全 4 巻 Stoddard Appleton and 

Company
1889
1903

1, 2 巻

3, 4 巻

Morris Macmillan

1906 3, 4 巻 Fowler Macmillan

1913

？

1, 2 巻

3, 4 巻

Sterling ・
Holme 
Downie・
Frew

Blackie and 
Son

1914 1, 2 巻 Scrimgeour Macmillan
1917 全 4 巻 George Macmillan
1936 全 4 巻 Chew Odyssey Press原稿受付 平成 30年 9月 21日 
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『チャイルド・ハロルドの巡礼』は、出版以降今日にい

たるまで、さまざまな形態で読者へと送り出されている

（表１）。 
『チャイルド・ハロルドの巡礼』は、19 世紀当時に執

筆・刊行された状況にもとづいて、1、2 巻と 3 巻、4 巻

という 3 つの区分や、前半の 1，2 巻、後半の 3，4 巻と

いう形式に分類されることがある。19 世紀後半以降の

刊行本は、作品全体を収録した形式、もしくは 1，2 巻

と 3，4 巻の区分で収録される形式がある。 
 
２．２ 文学叢書への収録 

 これらの刊行本を収集し調査する中で、いくつかの特

徴が浮かび上がる。そのうちのひとつは、『チャイルド・

ハロルドの巡礼』が単独作品としての編集本という形式

と、文学叢書に収録された中での一作品である形式とが

あることである。（表２） 
 表２は、表１の中から英文学叢書に収録されたものを

抽出したものである。このように、19 世紀末期から 20
世紀初頭にかけて英文学叢書の一作品として『チャイル

ド・ハロルドの巡礼』が受容されていたことがわかる。 
 

表２ 英文学叢書中の『チャイルド・ハロルドの巡礼』 

 

 

３．教育と英文学叢書 
 
19 世紀後半以降に編集された『チャイルド・ハロルド

の巡礼』の多くには、作品解説や注釈が付されている。

英文学叢書として編集を受けた場合も同様である。そこ

で、ここではふたつの点、一方は作品解説や注釈が希求

された意味、他方は英文学叢書の存在、について整理し

たい。 
 
３．１ 19 世紀末期と教育 
19 世紀初期の読者たちは、同時代に刊行された作品

を余暇の楽しみとして享受していた。当然ながら、書籍

を購入したり、貸本を借りることができたという意味に

おいては限りがあったが、読者はこのような目的で作品

に触れていた。ウィリアム・セントクレアによれば、『チ

ャイルド・ハロルドの巡礼』の読者層は、裕福な地主階

級が多く、彼らは民主主義や女性の権利、英国議会の改

革などに反対する者たちであったという（St Clair 323）。
すなわち、これらは教育を受けた読者であったため、作

品を読むための助けとなる解説を必要とはしていなか

ったと考えられる。 
しかしながら、後世の読者が作品を読めるだけの十分

な教育を受けているとは限らない。ここで、19 世紀後半

における文学の取り扱いについて考慮に入れたい。テリ

ー・イーグルトンの『文学とは何か』によれば、19 世紀

以前のイギリスにおいて、古典文学とは、ギリシャ語や

ラテン語の作品のことであった。この古典文学について

教育を受けた者たちが、『チャイルド・ハロルドの巡礼』

の中心的な読者であったと考えられる。しかし、19 世紀

半ば以降の帝国主義政策として国民を教育する場合、こ

れらの古典作品で統一的な指導をすることは、困難であ

ったという。そこで効率という点において、国民の第一

言語で教育をおこなうために、「英文学」という学問領

域が希求され、その結果として、英語で書かれた作品の

学問領域が形成された。すなわち、「英文学」とは、英

語を用いて教育をうける英語話者のための学問領域で

あるという側面を持つ（Eagleton 22-23）。そのため、19
世紀後半に登場する英文学作品に対する編集は、いわゆ

る 19 世紀初頭のような知識人階級の読者ではなく、数

多くの国民一般を教育するためのものと考えられる。そ

のための作品解説や注釈が付された編集本の刊行がお

こなわれた。そして、教養として「読むべき書物」とし

て編纂されたものが、英文学叢書と位置づけられる。 
 
３．２ 教養としての役割 
では英文学の教育的側面について考えるために、文学

叢書の一作品として選定された『チャイルド・ハロルド

の巡礼』について考えてみたい。この一覧では『チャイ

ルド・ハロルドの巡礼』の編集本の中でも文学叢書に組

みこまれているものを抽出している。この 8 種類の中で

も、クラレンドン版（1885）、ベル版（1893）、マクミラ

ン版（1889）、ブラッキー版（1913）、の刊行本には巻末

に各文学叢書で取り上げている作品の広告ページが挿

入されている。 
これらの叢書は、基本的に英文学教育のための教材で

あったという位置づけから見れば、19 世紀末において、

『チャイルド・ハロルドの巡礼』とは、19 世紀初頭の英

文学史において、主要な作品であったとみなされていた

と類推できる。また、帝国主義的な教育という側面を考

慮に入れながら『チャイルド・ハロルドの巡礼』の特徴

を整理すると、本作品が学習教材に適していたことがわ

年 編集者 叢書名 

1885 Tozer School Books, Clarendon Press 

1891 Cassell Cassell’s National Library 

1893 Keene Bell's English Classics 

1889 
1903 

Morris Macmillan’s English Classics 

1906 Fowler English Literature Series 

1913・ 
 
？ 

Sterling 
Holme 
Downie 
Frew 

Blackie’s Standard English 
Classics 

1917 George Macmillan’s Pocket American 
English Classics 

1936 Chew Odyssey Series in Literature 
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かる。『チャイルド・ハロルドの巡礼』の舞台は、ヨー

ロッパからギリシャにいたる広範囲にわたる。そのため

ヨーロッパ史やヨーロッパ地域の風土、文化、そのほか

ギリシャ神話などの要素が作品中に多く盛り込まれて

いる。19 世紀初頭の教養人にとっては当然の知識であ

ろうが、19 世紀後半以降に国民を教育するための教材

として役立つところが多々あったと思われる。 
 

４．共通する作家および作品 
 

表３ 4 種の英文学叢書に共通する作家および作品 
 

 
クラレンドン版、ベル版、マクミラン版、ブラッキー

版の 4 種類の叢書が共通して取り上げている作品の作

家は表３のとおりである。 
先に触れた通り、19 世紀後半とは、「英文学」が誕生

する最初期である。その英文学の歴史を形成するにあた

って、各年代に意味づけをおこない、文脈を与えるため

の作家と作品が選定されていく作業が必要とされる。す

なわち、叢書の中でも英文学叢書に組みこまれていく作

家と作品は、「英文学」という学問領域を代表する学習

者が第一に「読むべき書物」と意味づけられたものであ

ると言える。表３からもあきらかなように、19 世紀にお

いて新しい学問分野である「英文学」という領域を示す

べく、韻文作品の収録が多いことがわかる。 
ここでは、『チャイルド・ハロルドの巡礼』の刊行本

の収集にともなって集まった文学叢書を取り上げ、その

中でも叢書に挿入された作品広告に注目することで、19
世紀末期の英文学を意味づける各叢書が取り扱った作

家および作品を整理した。そこから見えてきた傾向につ

いては、今後の課題として精査したい。 
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